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第２章 第２次健康づくりの評価 

 

 

「第２次姶良市健康増進計画」策定時に設定された６分野の指標（８３項目）について、その値を

直近値と比較するとともに、課題や関連するデータの動向も踏まえ、目標に対する達成状況について、

以下の A～E の５段階に分類し分析・評価を行いました。 

 
 

 

 

３ 評価の結果 

（１）全体の目標達成状況の評価 
  

第 2 次姶良市健康推進計画の健康づくり戦略である６つの領域をみると、「生活習慣病の発症・重

症化予防」「こころの健康の維持・増進」「社会生活機能の維持・向上」の領域において悪化が多

く見られたほか、全領域に悪化の項目があるため、引き続き健康づくりの推進が必要です。 

また、各ライフステージではアンケート調査より、働く世代の生活習慣の改善が必要な傾向がみ

られたため、若い世代からの健康意識の向上を図ることが必要です。 

  良好な生活習慣が健康寿命延伸につながるまでは、何十年もかかります。このため、コロナ禍で

変化した市民の生活習慣の改善を図ることが重要と考えられます。 

６分野の全指標８３項目について、その達成状況を評価・分析すると次のとおりです。 

８３項目中、「目標値に達した」というＡ評価は９項目（１０.８%）にとどまりました。 

主なものとして、「特定保健指導実施率」、「メタボリックシンドローム予備群の割合の減少（４０歳

以上女性）」、「脳血管疾患死亡割合の減少」、「生活習慣病を認知している人の割合の増加（中高生）」、

「睡眠による休養を十分にとれていない人の減少（中学生）」、「歯間部清掃用具の使用者の増加（中

学生）」、「定期的に歯科検診を受けている人の増加（４０歳以上）」、「未成年者の喫煙をなくす（高

校生男子）」などとなっています。 

Ａ：目標値に達した 

Ｂ：目標値に達していないが、改善傾向にある 

Ｅ：把握方法が異なるため評価が困難 

Ｃ：変わらない 

Ｄ：悪化している 

第２次姶良市健康 

増進計画策定時の値 

２ 評価の結果 

第３次姶良市健康 

増進計画策定時の値 

比
較 
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また、「目標値に達していないが改善傾向にある」というＢ評価は３６項目（４３.４％）であり、

その主なものとして、「生活習慣病を認知している人の割合の増加（成人）」、「健康寿命の認知度の

増加」、「肥満の人の減少（２０～６０歳代男性）」、「何らかの地域活動を実施している人の増加」、「意

識的に運動を心がけている人の増加」、「喫煙が及ぼす健康影響についての十分な知識の普及」など

となっており、Ｃ評価の「変わらない」は０項目で、さらに、「悪化している」というＤ評価は３８

項目（４５.８％）でした。主なものとして、「各種がん検診の受診率の向上」、「肥満の人の減少（成

人男性・成人女性・４０～６０歳代女性）」、「ストレスを感じる人の減少」となっています。 

 

表２－１ 分野全体の目標達成状況 

 



第 2 章 第２次健康づくりの評価 

- 6 - 

 

＊1 人口１０万対 

＊2 平成 27 年度にがん検診の対象者については、職域等で受診機会のある人も含め、各がん検診の対象年齢の全住民を計上するよう 

精査が行われました。それに伴い中間評価時に受診率の目標値を変更しています。 

（２）分野別の評価 

分野別の評価シートに基づき、指標の達成状況と評価について以下のとおりまとめました。 

＊1

＊2

＊2

＊2

＊2

＊2

＊2

＊2

＊2
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４生活習慣実態調査の実施 

市民の生活習慣の実態を把握するとともに、「第２次姶良市健康増進計画」の達成状況を確認し、今

後検討すべき健康づくりの課題を得る基礎資料とするために実施したものです。 

 
 

（１）一般調査 

無作為に抽出した 20 歳以上の市民 1,200 人に対して調査を実施し、男性 2２０人、女性 3１５

人、無回答１１人の計５４６人から回答がありました。 

■調査期間  令和６年７月１日～８月１５日 

■調査方法  郵送により配布し、郵送または WEB 回答による回収 

■調査配布数 1,200 人  ■回答者数   ５４６人  ■回答率    4５.5％ 

表２－２ 年代別配布数・回答者数・回答率の内訳 

年  代 配布数（人） 回答者数（人） 回答率（%） 

総 数 1,200 546 45.5 

 

20 歳代 112 28 25.0 

30 歳代 149 51 34.2 

40 歳代 192 78 40.6 

50 歳代 176 66 37.5 

60 歳代 196 104 53.1 

70 歳代以上 375 217 57.9 

 未記入   2   

 

 

（２）中学校２年生調査 

市内全(５)中学校の２年生 817 人に対して調査を実施し、386 人から回答がありました。 

■調査期間  令和６年７月１日～８月１５日 

■調査方法  市教育委員会を通して各中学校に依頼し、WEB 回答による回収 

■調査配布数  817 人  ■回答者数   386 人  ■回答率   47.2％ 

表２－３ 性別・回答者数の内訳 

性  別 回答者数（人） 

総 数 386 

 

男 子 185 

女 子 196 

無 回 答 5 

３ 生活習慣実態調査の実施 
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（３）高校２年生調査 

無作為に抽出した高校２年生の年齢に相当する市民 200 人に対し調査を実施し、82 人から回答が 

ありました。 

■調査期間  令和６年７月１日～８月１５日 

■調査方法  郵送により配布し、郵送または WEB 回答による回収 

■調査配布数  200 人  ■回答者数   82 人  ■回答率   41.0％ 

表２－４ 性別・回答者数の内訳 

性  別 回答者数（人） 

総 数 82 

 

男 子 36 

女 子 46 

無 回 答 ０ 

 


